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可視光通信とは

可視光通信とは，可視光に変調をか
けて通信するもので，現在，省エネの
観点から広く普及しつつあるLED照明
等が，高速変調信号を重畳しうること
から，新しい通信技術として急速に注
目を集めています．
可視光を用いた通信は，大昔からの
ろしを用いた通信，また，フランス革
命のころに発明された腕木通信などが
ありますが，人間の目に頼らない，機
械による可視光通信は，ベル研究所で

有名なAlexander Graham Bellが，
Photophoneを1880年に発明したの
が最初です．これは，太陽の光をミラ
ーで反射させ，そのミラーを声の振動
で変調させるものでした．
人工的に光る光源は，エジソンが
1879年に実用化に成功した白熱電球
が最初で，20世紀の初頭には，LED
の原理であるエレクトロルミネセンス
の現象が確認されていましたが，
1960年代になって初めてLEDやレー
ザが実現しました．その後，LED光や
レーザ光を空間に飛ばして通信をする

光空間通信がしばらく試みられました
が，1970年代に光ファイバ通信に重
点がシフトしてからは，光空間通信の
応用は，ビル間通信等限定的でした．
しかし，最近のLED照明の急速な普及
のお陰で，可視光を用いた光空間通信
が脚光を浴びるようになってきていま
す．筆者らは，可視光通信コンソーシ
アムを組織し，可視光通信のさまざま
な応用の検討やその普及のための活動
を行っています．

可視光通信の特徴

可視光通信には以下のような特徴が
あります．
（1）ユビキタス通信
日常使う可視光には，照明器具，誘
導灯，車のライト，交通信号機などが
あり，これらがLED化され通信ができ
れば，ユビキタス通信に適した通信手

段となります．
（2）理想の位置にあるインフラ
天井に設置されている照明器具から
は一般的に見通しが良く，通信器具と
しても最適な場所にあります．
（3）目に見える
目に見える光を使って通信するの
で，データの送信元，送信先を目で認
識することができます．

（4）正確な位置の検出が可能
空間を直進する可視光を用いると，
送信機の方向や位置を検出することが
可能です．とくにイメージセンサを用
いた可視光通信では，正確な位置を検
出することができますので，送信機の
位置とそのコンテンツを同時に取得し
たり，受信機あるいはユーザの位置を
正確に検出することが可能です．
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イメージセンサ通信

イメージセンサは，画像を撮影する
ための素子ですが，それを利用して可
視光通信を行うことも可能です．イメ
ージセンサのピクセルに可視光通信の
光源が投影された時，そのピクセルで
の受光信号を高速に検出できると画像
を取得するだけではなく，その光源か
らのデータを受信できるので，以下の
ようなさまざまな新しい応用を実現す
ることが可能です．
（1）拡張現実
拡張現実（Augmented Reality）とは，
現実環境に情報を付加提示する技術で
すが，可視光通信を用いて情報を受信
できると，画像の中のどの方向からそ

の情報が来たかを検出することができ
るので，大変きめ細かい拡張現実によ
る画像とコンテンツの表現か可能にな
ります．
（2）ロボット制御
LED照明から送られる位置情報をイ
メージセンサで受信して，その光の正
確な到来方向を検出して，ロボットの
位置を正確に把握することができま
す．図2は，車いすのモデルを正確に
位置制御したデモ例です．
（3）測　量
可視光通信と写真測量の技術を組合
せると，精密な位置測量を行うことが
可能になります．すでに建築土木分野
で一部実用化しています．

可視光通信の応用例

可視光通信では，障害物に光が遮ら
れると一般的には通信できないので，
通信距離は見通しのきく範囲になるこ
とが多く，屋内では数mから数十mに
限られてしまいます．しかし，短距離
しか通信できないという短所は，その
場所でのみ必要な情報を提供できると
いう長所でもあります．
短距離通信の代表的な応用例として，
位置・空間情報サービスがあります．
ユーザがLED照明などの光からデー
タ受信できるということは，そのユー
ザはそのLED照明の近くにいるという
ことを意味するので，正確な位置サー
ビスに応用することが可能です．位置

情報サービスとして現在実用化してい
るのは，GPSを用いたカーナビシス
テムなどがありますが，GPSは衛星
からの電波が届かない建物内では使用
することができず，またたとえできた
としても，位置精度が不充分なので，
ビル内の部屋番号の特定をするのは困
難です．
一方，部屋にあるLED照明器具から
その部屋番号などの情報が得られれ
ば，屋内外どこででも使える位置サー
ビスを行うことができるようになりま
す．図1は，携帯電話を用いて照明光
からの位置情報を受ける屋内外位置サ
ービスのデモ例です．

図2 可視光通信による車いす位置制御
（慶應義塾大学春山研究室と日本電気
の共同研究）

図1 日本電気，松下電工，慶應義塾大学
が試作しCEATECで展示
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